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l．序論：   
今lりlの阪神人震災では多くの人命とlけ踵が椚失される大惨邪となり、この大惨耶は地震予知研究が梅めて求  

箪である串を・柁々に痛感させた。地取手や地霹地粁芦、測地学の進歩に叩い、（1）艮期的（致100咋オーダ）地  

衣‘手札（2）■＝U川勺（致10隼～咋オーダ）予知＝こl対してはそれなりの進歩が見られていると言えよう。しかし、  

（甘粕期的（斯ナノ卜致‖オーダ）予知の実現はその敢実作にもかかわらず、まだ道は退いように見える。各  

柿紬則網（他宗、地殻変動等）が整備されつつあるにもかかわらず、大災基をもたらした北梅迫l机師lり也叢、  

阪川り也霹を含めて、短期（串前）子如こ成功した例lまない。現時点でlよ、柏朝川勺地縄ニ予知＝よ当面不吋能である  

という悲軌的見附が支配的である（鮎に、地霹閲係欄のI肛では）。   

しかし、従来ヤや非il二統的とされてきたラドン濃度、地下水†さt、地下水温庇などの変化、及び各棟の電磁気  

変化などにl軋逃しては、有望な稚言与力i近年多くなされている。鼎に、 ここ数年、他来朝兆としての竃砲気現像  

㌢雛申的に取り扱う図際会溝も企画され、情死な溝論がなされてい る。これらの電磁気現象はおそらく規則地  

震了知の本命てあろう。地震軌測などを三卜休とする従来の力学的ノブはは他罪後何が起こったかを知るのには有  

川であるが、地下でのストレス変化に什う決定的な前兆的現象の検山にはあまり布川でないことは30年来の予  
知研究の●■成果…といってもよいだろう（但し粒近の宇揖測地学㈹手法はやや有望である）。   

電根気的ノブ法を・人き、りHヂiしてみよう。物件変化は有望かつ引！．り的に重罪なので推進すべきだが、米川化に  

は椚決すべきl！り超が多い。例えば脚易変化ほ震源（未知）のごく近傍での棚番測定が必粟であろう。それに対  

し、電磁気倍引こついては色々な周波数での約兆が報告されている。以下では、このうち、発生時、電源、マ  

グニチュードまでの予知＝こ成功している地電流測ラ■との通称V∧Nはがあるが、本論文では、交流（ULFその他）  

の地震前兆周†掛気現象について撮近の花々の結果を述べる。以下に述べる軌測としては、（l）UL「（r＜10I・l乙）電磁  

故柚2）VL「几I了放射、（1）VL．「i封那縄披によるノ川三．、（4柵捌こよる電波根神こついて述べる。  

2．ULF電磁放射を川いた地束子如法  
Z．1ULF吊乙磁放射   

兄ず、節軒が撮も有望と考えているUIノ「（周波数が川‖z以下）電磁放射について述べる。後述する  
Vlノ「／Iノ「／川：披に化して歴史は抜いが、大きな地掛こ才iJ・して†言抑できる軌測即実が近年＃耕されつつある。前述  

のV∧N沈が商流（DC）の電界を測定するのに対し、ULF法では∧C（交流）のうちのULF帯の電界、磁非を  
定対象とする。近咋、二つ．の大きな地郎、すなわら（りI988咋l川18＝に発生したアルメニアのスビタック地  
震と（2）I989咋toⅢ川に発生したかノフォルニアのlコマ・プリ一夕地熱こ対してl抑暁な前兆肌ULF電磁放射が  

軌測された。   

前述の二つの大きな地震に刈するUIノ「7銅妄放射に加えて、伐々の1993咋8朋［lのグアム地産に対する脈折紙  
来をホそう。花々の論文でIまスペースプラズマ被動との井別に職人肌の考膿を払っている。ULF放射を扱う岬  

は超．巧層（磁気圏）から飛来するプラズマ波勅が地炭削兆澱の検＝にu妨告となるが、これを如り引こ除去する  

かu前述の二大地震に対してu充分には椚l刑されていなかったので、伐々の什串は一つのl州礪な指針を与えた  

ものといえよう。グアム地震の緒仰ごいま次のj酎）である。（り仁川キ：1993咋モ班別二I、（2）M裏絹．0、（3）霹源の探さ：  

、一仰k＝。川ノl：軌仙川削上より65kmで、親潮川の磁力計lよプUトンフラツクスゲーり郎酎」計であー）、三成  
分（Il成分（NSノ州）、D成分（l三Wノ納）、Z成分（Zノブ向））姐形打秒サンプリングし、記録するシステムてある。・  

犀問u夜削に化してULlニ罷磁放射の変動が人きいので、夜閃（地ノ川㍑州ト02岬）のデータのみを川いて、  
30分毎のデータに対してrr川射斤を行い、〃平均仙（‖1）及び措準偏差（¢）との比較からULF佃l披致0．0卜0．  
∩5Il乙）の沼勅此を分㈲している。先ずこれらのしルl朝勅と地硯先便乱（即らスベ・一ス活動）との棚l期を耽っ  

た。従来の研究からスペース波動は地磁気傭働とぢ糾、川閲カモあることがわかっているたれスペースのプラズ  

マ波勅の買う粁ぐあることがl刈らかなものと、l刈らかにそうではないもの、どららとも判断に苦しむものに分即  

する。この梯の詳細な研究I三川（初めての試みであった。次に、三成分計測を川いての脈析（一株の偏波椚析）  

を欄案した。即ち、スペースのプラズマ波動点上空より飛来するのでか廿が極めて′トさいことが予想されるの  

によ＝ノ、そうでないもの（多分地雇用I兆UIノF披）は訓l≧Ⅰを越える串が予想される。射光、スペースプラズマ  
の紛糾こよると一じ＝フれるしル「放紺二月してはIl広が牧人で0，2、0．3であるが、地震と保‖系すると思われるULF  

放軒＝ニス‖ノてlよ〃廿が】．0を越えている。地層のIl；JlケJ‖ざりでは訂lげ大きな値を取っており、地霹削兆UL「披  
であることを示唆する。その仰の乙成ク†（i何の変化はロマ・ケリータ地帯でのUIノ「彼の変化と梯めて良く似て  
いることが理研されよう。花々が提案したこのような倍号処哩ほ極めてイ川Jであり、それはV∧N放での信一弓■  
処理法に対応するものである。  
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